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	出前講座創設プロジェクト報告書
	１　プロジェクトの目的と任務
	平成１６年９月３０日策定の「上富良野町行財政改革実施計画(自立に向けた上富良野再生アクションプラン)」に基づき、実施項目
	(1) プロジェクトの目的
	・行財政改革実施計画
	改革の視点
	重点項目
	実施項目
	３
	町民との信頼関係の強化
	３
	住民参加の推進
	２
	出前町政の推進
	（シート全体）
	シート整理番号
	３－３－２
	所　　管
	総務課・全課
	実施項目
	出前町政の推進
	≪実施項目の主な内容≫
	・住民とともに直接語り合う場の創設として、出前町政を推進する。
	取り組みスケジュール
	取り組み事項
	Ｈ16
	Ｈ17
	Ｈ18
	Ｈ19
	Ｈ20
	まちづくり出前講座の創設
	・出前講座創設に向けた調査研究
	・出前講座創設プロジェクトによる出前メニュー、年間計画等の策定
	・出前講座運営要綱の制定
	・講座運営能力の開発
	・講座の開設
	⇒
	⇒
	期待する効果
	（目標）
	・まちづくりにおける様々な課題を、住民とともに語り合い、学習していくことで、情報の共有と住民参加を促進する。
	・生涯学習推進の一環として、学習機会の提供に資する。
	・行政内部における問題意識の醸成と、職員の説明責任能力の向上を果たす。
	(2) プロジェクトの任務
	・出前講座運営要綱の制定
	・出前メニューの作成
	・年間計画等の策定
	・講座運営能力の開発
	２　審議経過
	構成員１４名、庶務担当２名により出前講座創設プロジェクトが構成され、次のとおり７回の会議を開催し、与えられた任務について
	・第１回　平成１６年１２月２９日（水）　１５：００～１６：２５
	・第２回　平成１７年　１月２０日（木）　１５：００～１６：００
	・第３回　平成１７年　２月　２日（水）　１５：００～１６：３０
	・第４回　平成１７年　２月１７日（木）　１５：００～１５：４５
	・第５回　平成１７年　３月１０日（木）　１５：００～１６：３０
	・第６回　平成１７年　３月２９日（火）　１５：３０～１６：３０
	・第７回　平成１７年　４月１４日（木）　１５：００～１５：１５
	≪プロジェクト構成及び出席状況≫
	役割
	構成員
	①12/29
	②1/20
	③2/2
	④2/17
	⑤3/10
	⑥3/29
	⑦4/14
	座長
	土　井　紀三男
	○
	○
	○
	×
	○
	○
	×
	副座長
	川　鍋　マサ子
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	高　橋　司津子
	○
	○
	○
	○
	×
	×
	○
	構成員
	阿　部　あき子
	×
	×
	○
	○
	×
	×
	×
	大　石　輝　男
	×
	○
	○
	○
	○
	○
	×
	辻　　　　　剛
	○
	○
	○
	×
	×
	×
	×
	鹿　嶋　美智江
	×
	○
	×
	×
	○
	×
	×
	斎　藤　　　繁
	○
	○
	×
	×
	×
	○
	×
	野　寺　龍　二
	○
	×
	○
	○
	○
	○
	×
	奥　野　美　華
	○
	○
	×
	×
	○
	○
	×
	斎　藤　　　通
	○
	×
	○
	○
	○
	×
	×
	藤　田　健　作
	○
	×
	×
	×
	×
	×
	×
	谷　　　由紀子
	○
	○
	○
	○
	菅　原　綾　夏
	○
	○
	×
	×
	庶務
	担当
	北　向　一　博
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	小　玉　佳　史
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	３　成果報告
	(1) 出前講座運営要綱の制定
	「出前講座」の実施により期待する効果として上げられている
	・まちづくりにおける様々な課題を、住民とともに語り合い、学習していくことで、情報の共有と住民参加を促進する。
	・生涯学習推進の一環として、学習機会の提供に資する。
	・行政内部における問題意識の醸成と、職員の説明責任能力の向上を果たす。
	の３項目を実現するため、「出前講座」を実施している市町村の事例をホームページ上から収集し、協議研究を行った。
	この成果として、上富良野町が実施する出前講座事業の骨子を次のように定めた。
	①　講座内容及び派遣講師を、市町村内民間企業・行政機関まで拡大して運営している事例があるが、上富良野町では町行政が所管す
	②　出前対象は町内の５人以上で構成された団体又はグループで、派遣場所は上富良野町内に限定すること。
	③　出前講座の機会を、一方的な情報提供ではなく、意見要望などの広聴の場として運営すること。
	以上の骨子に基づき、次のとおり要綱等の案を作成した。
	・上富良野町出前講座実施（案）     資料　１
	・上富良野町出前講座運営要領（案）    資料　２
	(2) 出前メニューの作成
	第３回会議におけるプロジェクト員提案と、各課長等に提案を依頼した部所報告を一覧にしたものが、「講座メニュー提案一覧」であ
	この内容には重複・類似部分が多数存在するため、各班レベルで１～２メニューとなるよう統合整理し、メニュータイトルと講座内容
	(3) 年間計画等の策定
	出前講座実施事務に関する年間計画等スケジュールについては、上富良野町出前講座運営要領（案）（資料２）別記1表「出前講座開
	(4) 講座運営能力の開発
	出前講座の講師となり、講座テーマに沿って運営するためには、技能や手法を習得する必要がある。
	資料４に示す「出前講座メニュー（案）」に掲載した２９講座開催を想定して、講師となる職員に求められる技能や手法、機器類につ
	これらの能力は、基本的な職員能力として必要なものであるが、電子機器を使用する場合には、職員間にこの操作能力に大きな開きが
	このようなことから、職員研修の一環として、電子機器の操作と活用に関する研修機会の充実と、機能習得に対する意識啓発が求めら
	上富良野町出前講座実施要綱(案)
	（目的）
	第１条　この要綱は、町民の団体等の主催する集会等に町職員を講師として派遣し、行政情報等を提供する上富良野町出前講座（以下
	（対象）
	第２条　講師の派遣を受けることができる団体等は、町内に在住、在勤又は在学する５人以上の者で構成された団体又はグループ(以
	（内容）
	第３条　出前講座の内容は、別に定めるものとする。
	（開催時間及び場所）
	第４条　出前講座の開催は、年末年始(12月31日～1月5日)を除く午前９時から午後９時までの時間帯で２時間以内とし、開催
	（申込み等）
	第５条　講師の派遣を希望する団体等の代表者（以下「申込者」という。）は、原則として当該団体等が開催する日の１４日前までに
	２　出前講座の開催に係る施設については、申込者において準備するものとする。
	（決定）
	第６条　町長は、前条の申込みがあったときには、講師派遣の可否を決定し､上富良野町出前講座（決定・否決）通知書（様式第２）
	２　町長は、前項の講師の派遣の決定をする場合において、必要と認めたときは、条件を付すことができるものとする。
	（派遣の制限）
	第７条　町長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、講師の派遣を許可しないものとする。
	(1) 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると認めたとき。
	(2) 政治、宗教又は、営利を目的とした集会等であると認めたとき。
	(3) 出前講座の目的に反し、講師の派遣が適当でないとき。
	（変更等の届出）
	第８条　第６条の規定により講師の派遣の決定を受けた者は、日時その他申請事項に変更があるとき、又は講師の派遣を取り消そうと
	（派遣費用等）
	第９条　講師の派遣費用は、無料とする。
	２　講師が出前講座のために準備する資料等印刷物に要する費用は、上富良野町が負担する。ただし、書籍等著作権の伴う出版物を資
	（その他）
	第１０条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。
	附　則
	この要綱は、平成１７年　　月　　日から施行する。
	（様式第１）
	上富良野町出前講座申込書
	上富良野町長　様
	次のとおり、上富良野町出前講座の開催を申し込みます。
	年　　月　　日
	申込代表者　住所　上富良野町
	氏名
	電話番号　　　　－
	ＦＡＸ番号　　　　－
	eメール
	団体等名称
	受講者
	人数
	人
	男女別
	男性　　　人　・　女性　　　人
	年齢等別
	小学生　　　人、中学生　　　人、高校生　　　人
	20歳未満　　　人、20～60最未満　　　人
	60歳以上　　　人
	希望講座名
	メニュー番号：
	メニュー名　：
	開催日時
	第１希望
	年　　月　　日(　)
	自 午前・後　　時　　分
	至 午前・後　　時　　分
	第２希望
	年　　月　　日(　)
	自 午前・後　　時　　分
	至 午前・後　　時　　分
	開催場所
	※公共的施設は名称・室名、これ以外は住所・建物名等
	--------------------------　以下記入不要　--------------------------
	次のとおり決定してよろしいか。
	派遣する　　　　　派遣しない
	理由
	職氏名
	確認印
	講師所属長
	担当講師
	町長
	助役
	課長
	主幹
	担当
	合　　　　議
	（様式第２）
	上富良野町出前講座（決定・否決）通知書
	申込代表者　　　　　　　　様
	年　　月　　日
	上富良野町長　　　　　　　　　　印
	申込のあった次の出前講座について、講師を派遣（する・しない）ことにしましたので通知します。
	団体等名称
	受講者人数
	人
	希望講座名
	メニュー番号：
	メニュー名　：
	開催日時
	年　　月　　日(　)
	自 午前・後　　時　　分
	至 午前・後　　時　　分
	開催場所
	派遣講師
	備考
	※派遣する場合は条件・注意事項。派遣しない場合はその理由。
	上富良野町出前講座運営要領(案)
	１　概　要
	町民の求めに応じて、別に定めた講座一覧表に基づき、町職員が講師となり行政の取り組みの話しや職務上の専門知識を出張（出前）
	２　開催方法
	(1) 利用対象者：原則として、町内に在住・在勤・在学する５人以上で構成されたグループや団体とする。
	(2) 開催時間：年末年始(12月31日～1月5日)を除く午前９時から午後９時までの時間帯で、２時間以内とする。
	(3) 開催会場：会場は町内に限り、また会場の確保及び運営は主催者（申込者）で行うものとする。
	３　費用負担
	(1) 講師料：講師料は、無料とする。
	(2) 原材料等費用：飲食物又は工作物の原材料等を要する場合は、この費用は主催者（申込者）が一部又は全部を負担するものと
	４　申込み方法
	受付窓口は総務課情報管理班とし、申込み期限は開催希望日の１４日前までとする。ただし、担当部署及び講師（職員）の都合によっ
	５　講師との調整と開催日の決定
	出前講座の申込みを受けた場合、総務課情報管理班は申込者と担当部署との日程調整を図り開催日時を決定するものとする。
	６　年間スケジュール等
	年間スケジュールは、別記１「出前講座開催フロー」に基づくものとし、企画書は別記様式１　出前講座企画書、報告書は別記様式２
	７　その他
	(1) 講座受講団体の代表者には、アンケートの回答を求めるものとする。
	(2) 講師は、講座終了後、実施報告書を提出するものとする。
	(3) 講座では、説明に関する質疑や意見の交換を行うほか、行政全般にわたる苦情や要望を公聴する場として心がけるものとする
	別記　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　前　講　座　開　催　フ　ロ　ー
	行程
	内容（案）
	実施主体（案）
	時期(期間) （案）
	特記事項（案）
	①　講座企画書の作成・提出
	各原課で企画書(別記)を作成し窓口へ提出
	各原課
	9月中の１回
	いつでも講師派遣に応ずる体制づくり
	要望があれば随時企画書追加作成
	②　講座メニュー作成(見直しを含む)
	講座メニューを取りまとめ、メニュー表を作成する(町民要望も考慮する)
	課長会議
	窓口(総務課情報管理班)
	10月の１回
	町民要望を取り入れたメニューづくり。10月18日期限（町民要望があれば随時追加）
	③　町民周知
	・10月25日号で周知
	・ホームページ掲載
	・ポスター作成掲示
	窓口(総務課情報管理班)
	10月
	追加メニューは、直近の町報とホームページで追加周知する。
	④　申込方法等
	《申込方法》
	・直接窓口(総務課)　　　・ＦＡＸ送信
	・eメール添付送信
	《用紙入手方法》
	・主要公共施設備え付け　・電話申し出でＦＡＸ送信
	・ホームページダウンロード
	窓口(総務課情報管理班)
	開催日の2週間前まで
	押印不要
	原則２週間前として、対応できる場合は１週前等でも可とする。
	⑤　派遣可否決定等
	・申込書を当該講座所管課に回付し、所管課で派遣可否、派遣者を決定する
	・必要に応じて申込者と日程調整を行う
	・申込講座所管課
	・窓口(総務課情報管理班)
	申し込みから週日3日以内
	出来るだけ可否判断を迅速にする。
	⑥　派遣可否決定通知
	申込者に可否決定を通知
	窓口(総務課情報管理班)
	申し込みから週日5日以内
	基本は郵送とするが、ＦＡＸも可とする。
	⑦　講座開催準備
	講座企画書に基づく機材・資料等の準備
	当該講座所管課(講師)
	派遣決定～開催前日
	教材費用を受講者に負担を求める場合は、申込者と要調整
	⑧　出張講座開催
	指定日時・場所に出向き開催
	当該講座所管課(講師)
	当日
	⑨　講座実施報告書の作成・提出
	当該講座所管課(講師)において報告書を作成、課長まで決裁後窓口へ提出
	当該講座所管課(講師)
	開催日から週日3日以内
	町民からの意見・要望事項があれば、関係課合議
	⑩　開催実績報告
	・10月末および4月末課長会議において、年度上・下期の開催実績報告
	・5月前後・11月前後の町報紙上で公表
	・ホームページ上で公表
	窓口(総務課情報管理班)
	定時
	別記様式１
	町長
	助役
	課長
	主幹
	担当
	合　　　　議
	出前講座企画書
	講座名称
	講座対象者
	実施部署(班)名
	企画責任課長等
	担当講師職氏名
	(職)
	(氏名)
	(職)
	(氏名)
	(職)
	(氏名)
	使用機材・数量
	作成資料等
	講座の概要
	進行計画表
	①
	分
	②
	分
	③
	分
	④
	分
	分
	分
	総時間数
	分
	その他特記事項
	別記様式２
	町長
	助役
	課長
	主幹
	担当
	合　　　　議
	出前講座実施報告書
	平成　　年　　月　　日
	上富良野町長　様
	派遣講師職氏名：
	講座名称
	開催日時
	平成　　年　　月　　日　午前・後　　時　　分～　　時　　分
	開催場所
	受講者
	男女別
	男性　　　人　・　女性　　　人　　合計　　　人
	年齢等別
	小学生　　　人、中学生　　　人、高校生　　　人
	20歳未満　　　人、20～60歳未満　　　人
	60歳以上　　　人
	講座の概要
	使用資料
	使用機材
	受講者の声
	その他特記事項
	出前講座メニュー提案一覧
	種別欄の「報告」は各課等報告、「プロ」はプロジェクト員提案　　　　　平成１７年２月１７日現在
	№
	講座名称
	内容及び特記事項
	想定対象者
	担当部署(班等)
	種別
	町のホームページを出前します
	Webサーバを持参して、インターネット接続環境のない場所で、町のホームページが見られるよう出前する
	小学生以上
	情報管理班
	報告
	自然災害から身を守るのはあなた自身です
	町の防災体制の実体とその限界を知り、自らが行わなければならないことを学びます。
	小学生以上
	総務班
	報告
	ラベンダーハイツの案内
	特別養護老人ホーム、ショートスティ、デイサービスを利用する場合の手続き、自己負担の費用及び業務内容について
	中学生以上
	ラベンダーハイツ
	報告
	町の財政の姿
	町の財政について、過去～現在～将来の姿の移り変わりをグラフに基づき見ていただき、実態を深く理解してもらう。
	家庭婦人や一般社会人
	政策財政班
	報告
	行革ってナニ？
	今なぜ行政改革か、その取り組みや町民との協働などについて学習する。
	町民全般
	行政改革推進事務局
	報告
	みんなで考えよう～ＩＪＵターン
	町外からどのようにしたら、移住してくれるのか。金をかけずにできるシステム作りやアイデアを町民と一緒に話し合う。
	町民全般
	企画振興班
	報告
	くたばれ地域信仰
	町だけでは生活も行政も完結していない。町が町がの島国根性（井の中の蛙）を反省し、広域行政を考える。
	町民全般
	企画振興班(行革)
	報告
	あなたはだいじょうぶ？～防犯・交通事故対策講座
	ええっ、かみふの街でこんな犯罪が・・・防犯対策の秘訣教えます～防犯対策
	ここがあぶない！、事故多発場所～交通事故対策
	一般
	生活環境班
	報告
	税金のしくみ
	・税金にはどんなものがあるのか　・所得税のしくみ　・相続税のしくみ　・住民税のしくみ　・相続税のしくみ　等　　問答式
	大人対応
	税務課税務班
	報告
	家族の税金
	・扶養する親族があるとき・共働きの場合の扶養控除はどちらに　・子供にアルバイト収入があるとき　等　問答式
	大人対応
	税務課税務班
	報告
	子育て から 食育
	子育て支援の取り組み・・・～学校給食について～
	食育について多種多様な面から情報提供～
	食を通じた子育て・健康づくり・地域づくり・まちづくりを目指す出前講座
	年齢層に応じた内容（妊婦・幼児の保護者・児童・生徒・学生～お年寄りまで）
	学校教育班
	保健福祉課
	報告
	健診結果から自分の体を知ろう
	生活習慣病の予防のための健康学習。
	一般住民
	健康推進班
	報告
	健康づくりのための食の講座
	―食生活を見直そう―
	生活習慣病予防のための食生活について学習する。
	（調理実習の希望があれば実施可能とする。）
	一般住民
	健康推進班
	報告
	行財政改革講座
	今なぜ､行財政改革か、その取り組みや､町民との協働などについて学習する。
	町民全般
	行革事務局
	報告
	上富良野町次世代育成支援行動計画について知ろう
	計画期間平成17年4月から平成22年3月までの次世代育成支援行動計画について広く町民に知ってもらう場とする。また、本町の
	中学生以上全年齢対応
	子育て支援班
	報告
	児童虐待について考える
	近年、社会問題となっている児童虐待について、本町の事例を通して実態を知ってもらうとともに、町民レベルで出来る児童虐待防止
	中学生以上全年齢対応
	子育て支援班
	報告
	かみふらのの河川事業
	現在町で行っている河川事業の説明。
	被害または事業要望がある河川についての説明。
	河川周辺に在住町民
	道路河川班
	報告
	かみふらのの道路事業
	現在町で行っている道路事業の説明。
	事業要望がある道路についての説明。
	町民一般
	道路河川班
	報告
	かみふらのの介護予防事業について
	各地域に出向き、介護予防に関する運動実技、パワーポイント、講議などでテーマに沿った情報提供を行い、介護予防に対しての理解
	全住民
	福祉対策班（在宅介護支援センター）
	報告
	介護予防の実際、運動の方法
	各地域に出向き、介護予防に関する運動実技、パワーポイント、講議などでテーマに沿った情報提供を行い、介護予防に対しての理解
	全住民
	福祉対策班（在宅介護支援センター）
	報告
	要介護者に対する介護の方法
	各地域に出向き、要介護者に対する介護の方法の実技等を行い介護に対する理解を深める。
	全住民
	福祉対策班（在宅介護支援センター）
	報告
	高齢者の特性
	（対象理解）
	各地域に出向き、高齢化社会を向かえて、高齢者に対する理解を深める。
	全住民
	福祉対策班（在宅介護支援センター）
	報告
	介護保険の使い方
	各地域に出向き、介護保険における介護サービスの内容及びケアプランの作成等について説明を行い、介護保険に対する理解を深める
	全住民
	福祉対策班（在宅介護支援センター）
	報告
	介護保険の仕組み
	各地域に出向き、介護保険制度について説明を行い住民の理解を深める。
	全住民
	福祉対策班（介護保険）
	報告
	かみふらのの福祉
	各地域に出向き、わが町が取り組んでいる障害者、高齢者に対する福祉制度の説明を行い、地域福祉の必要性やボランテイア活動の重
	全住民
	福祉対策班（福祉）
	報告
	ルールを守って快適な家づくり（建築基準法講座）
	住宅・店舗等を建築する際には、建築基準法をはじめとして様々な関係法令がある。後々のトラブルを最小限に抑えるためにも知って
	成人を対象
	都市建築班
	報告
	景観講座
	①一般対象向け：景観の基本理論の習得⇒景観施策への関心向上
	町民一般
	都市建築班
	報告
	②児童生徒対象向け：景観を通じ、郷土愛などの醸成
	児童生徒
	都市建築班
	報告
	都市計画講座
	街路・公園・下水道・土地利用・建築など、上富良野町における都市計画の現況や今後の計画などについて情報提供　⇒　計画のみな
	町民一般
	都市建築班
	報告
	覚えよう！応急手当
	119番の通報の仕方や、ケガ・事故・急病の時の応急手当
	小学生以上
	北消防署救急係
	報告
	知っていますか？火災予防
	家庭における防火対策
	小学生以上
	北消防署予防係
	報告
	我まちの消防団
	消防団活動についてアピールする
	小学生以上
	北消防署警防係
	報告
	町の観光資源を探します
	町内にある観光資源を参加者で探します。
	※現地で町バスを利用し、調査（土・日限定）
	小学生以上
	商工観光班
	報告
	あなたも認定農業者になろう
	町内で農業を営む方を対象に、認定農業者に現在認定されていない方に、将来の経営改善計画を作成してもらい、経営基盤の安定化を
	意欲ある農業者
	農業振興班
	報告
	町に生息する野生動物を知ろう
	町内に生息する野生動物の種類や生態を現地で探しながら、参加者に説明すると共に、野生動物の重要性を理解してもらう。
	小学生以上
	農業振興班
	報告
	十勝岳周辺の山の魅力を知ろう
	十勝岳の四季の自然の魅力などを学びます。
	小学生以上
	商工観光班
	報告
	地場産品の出来るまで
	地場農産物が加工され、製品となるまでの行方を学びます。（みそ・とうふ・パンなど）
	小学生以上
	商工観光班
	報告
	議会の運営について
	議会の態様について理解をいただく
	小学生高学年以上
	議会事務局
	報告
	健康に長生きしよう～旬の野菜料理
	旬の野菜を使ったからだによい食べ方；調理・保存方法をはじめとして、どんな栄養が含まれているか、からだにとってよい食べ方を
	町の特徴として、家庭などで栽培しているものを一度に食べ過ぎる、調理法が決まっているなどからだに負担のかかる食べ方をしてい
	婦人会、サークルなど
	［健康推進班］
	プロ
	健康に長生きしよう～さよなら体脂肪
	冬に増える体脂肪にさようなら；体脂肪測定（インボディ）、水中・マシンを使った運動や家でできる運動などの実技。
	冬にからだを動かすことが減り、体重が増えることでからだへの負担が大きい。運動のきっかけづくりを行うことで、生活習慣病予防
	婦人会、サークルなど
	［健康推進班］
	プロ
	健康に長生きしよう～介護保険制度
	介護保険制度って何？私たちの保険料はいくら？保険料はどこで使われる？町の保険料を上げないために；介護保険制度のしくみ、町
	介護が必要になる前に予防することの大切さを理解してもらい、健康なからだづくりにつなげる。
	婦人会、サークルなど
	［福祉対策班］
	プロ
	子育て応援します～乳幼児編
	０歳・１歳・２歳　親子で楽しく遊ぼう・遊び方いろいろ；室内・屋外での遊び方を子どもの年齢に応じて理解してもらう。子どもの
	初めての子育て中の親子
	［子育て支援班］
	プロ
	子育て応援します～学童期編
	学童期の子育て環境について；児童館・学童保育など、子どもの日常を支援する制度について理解してもらう。入学後多くの児童が活
	入学前の保護者・父母の会など
	［子育て支援班］
	プロ
	町をきれいに
	ごみを正しく分別しよう、家庭のごみを減らすこつ；ごみの分別方法、ごみの減量化の生活のなかでの工夫について、処理費用につい
	婦人会・住民会など
	［生活環境班］
	プロ
	十勝岳防災対策講座
	十勝岳の火山活動の歴史と現況を紹介し、噴火防災意識を啓蒙する。
	一般成人
	［総務班］
	プロ
	統計資料で町を知る講座
	町に蓄積されている過去から現在、更に将来推計等の統計資料により、町への理解を深める。
	一般成人
	［情報管理班］
	プロ
	栄養と食育
	アレルギー・肥満・痩せすぎ・糖尿病など生活習慣病～次世代への遺伝子に
	一般成人
	［健康推進班］
	プロ
	環境と食育
	飽食・情報の氾濫・便利な消費社会・ファーストフード・サプリメント依存
	一般成人
	［健康推進班］
	プロ
	農林漁業と食育
	旬産旬消・地産地消・食の安全・安心・食文化
	①伝統的な食材・料理、質の良い食品や酒を守る　②質の良い素材を提供する小生産者を守る　③子どもたちを含め消費者に味の教育
	一般成人
	［農業振興班］
	プロ
	教育と食育
	学校給食・義務教育後の学生へのフォロー・マナー・食の授業
	一般成人、児童・生徒
	［学校教育班］
	プロ
	家庭・地域と食育
	核家族・孤食・個食・会食・行事食・懐石料理
	一般成人
	［健康推進班］
	プロ
	スポーツと食育
	与えるだけの給食から自立を促す給食・憧れのアスリート～心に残る食育を心がける
	一般成人
	［社会教育班］
	プロ
	心と食育
	拒食・過食・人間の食能力、売れる食・守るべき食
	一般成人
	［健康推進班］
	プロ
	町の財政状況
	町の現在の財政状況を、町民に広く理解してもらう。
	一般成人
	［政策財政班］
	プロ
	山登り講座
	初心者でも気軽に十勝岳へ登山出来るよう、指導し、上富良野の観光をアピールする。
	一般成人
	［商工観光班］
	プロ
	町民一人当たりの話
	町の行財政を町民１人当たりに置き換えて理解
	一般成人
	［政策財政班］
	プロ
	うまいもの講座
	地場産物を理解し消費してもらうため
	一般成人
	［農業振興班］
	プロ
	うまい水の話
	町の水道はカルキ臭がなく水質がいい。これを紹介する
	一般成人
	［上下水道班］
	プロ
	困ったことにならないために
	家庭に忍び寄る災害や犯罪に対応できるようにする
	一般成人
	［生活環境班］
	プロ
	ごみのゆくえ
	家庭や事業所から出るごみのリサイクルや処分経過を理解する
	一般成人
	［生活環境班］
	プロ
	ウンコのゆくえ
	浄化センター等の役割を理解する
	一般成人
	［生活環境班］
	プロ
	ここがあぶない
	交通事故発生原因と多発場所を分析して理解する
	一般成人
	［生活環境班］
	プロ
	栄養の話
	地産地消、食生活に関する
	一般成人
	［健康推進班］
	プロ
	応急手当法
	身近な家庭やスポーツでのケガ、急病に対応できるように
	一般成人
	［北消防署］
	プロ
	十勝岳が噴火したら
	噴火災害対策を啓発する
	一般成人
	［総務班］
	プロ
	かみふらの名所発見
	バスで町の美しさ、名所を探す
	一般成人
	［商工観光班］
	プロ
	離乳食に関するもの
	子育ての不安解消
	乳幼児を持つ親
	［子育て支援班］
	プロ
	保育所案内
	保育所の案内を出前する。
	乳幼児を持つ親
	［子育て支援班］
	プロ
	子育て支援
	子育ての不安解消
	乳幼児を持つ親
	［子育て支援班］
	プロ
	地産地消に関する講座
	幅広い視点から地産地消を考える。
	一般成人
	［農業振興班］
	プロ
	税金の話
	人生の節目で知っておくべき税制度
	一般成人
	［税務班］
	プロ
	健康保険制度
	高校３年のための制度理解
	高校３年生
	［住民窓口班］
	プロ
	出生・転出入等住民手続き
	高校３年のための制度理解
	高校３年生
	［住民窓口班］
	プロ
	年金制度講座
	高校３年のための制度理解
	高校３年生
	［住民窓口班］
	プロ
	知って得する税金
	知ってても、その時に意外と利用できない税金精度などを知る
	一般成人
	［税務班］
	プロ
	出前講座メニュー　(案)
	№
	講座名称
	内容及び特記事項
	想定対象者
	担当部署(班等)
	種別
	・自然災害～備えあれば憂いなし
	sub：天災を学んで、君も天才だ
	・いつ襲ってくるか予測もつかない地震、大雨などの自然災害。町の防災体制の実体とその限界。あなたの備えは万全ですか？　自分
	小学生以上
	総務班
	統合
	・町のホームページ、出前一丁！
	ｓｕｂ：出前で見よう 我が町
	・インターネットに接続できない環境にお住まいの方。Webサーバを持参して、町のホームページを自宅までお届けします。
	小学生以上
	情報管理班
	報告
	・おらが町のセールスポイント
	ｓｕｂ：Ｉ・Ｊ・Ｕターン研究室
	・町外からのI・J・Uターンをたくさん迎えるには、どんな条件・環境が必要なのか。システム作りやアイデアをみんなで一緒に考
	町民全般
	企画振興班
	統合
	・ご近所付き合い「広域行政研究室」
	ｓｕｂ：おらが町・・・それでいいの？
	・ほかの町と一緒にやればもっと効率的、もっとお金がかからない。町の島国根性（井の中の蛙）を反省し、広域行政についてみなさ
	町民全般
	企画振興班
	報告
	・これなら判る 町の家計簿
	ｓｕｂ：町民一人当たりの話
	・「苦しい、金ない」とは聞くけれど、上富良野町の財政状況について、もう少し知ってみませんか？
	家庭婦人や一般社会人
	政策財政班
	統合
	・行革ってナニ？
	ｓｕｂ：町の何がどうなる
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